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北興炭坑の山くずれ調査報告特

定111 -H:各 iHリ ・自民 f同州

S~ 1 はしがき

昭和27年(、1952年)10月25日とる，北海道担1¥路国昆布森村字チョロベツの北興茨坑で・大規模な山

くずれがあったとの話を聞き， 11月15日現地

調査に行ったので，その結果を報告する.同茨

すしの所在地は Fig.1に示すと沿りで・，従業員 団

約30名日産20・トシ程度の小Luで・ある.

s. 2 現地問近の地質
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*ll¥路一根室の摺曲帯の背斜部になって公り，

附近には多ぐのUfr;膏がみられる.椅=成地質は白
き主う

亜元ミを基盤として宍茨第三系がと札を沿争って

王見出し~I\路炭田の茨屠をなし，やや火山噴出物
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Fig. 1 山くずれ現場附近の陥図

にとむ新第三系がさらに広くとれを

公沿‘っている. (北海道現勢図譜地

質図による..)

s. 3 現、地の状況
Fig. 2は昭和25---26年に茨坑会

世で'1部の坑口を基点として測量し

たものである.地質柱状図 (fig.3)

は昭和26年3月調査のもので，との

図では上部に際岩，その Fに砂浩"

弐が茨唐で・，あとは砂岩と茨屠の互'Fig. 2 山くずれ現場の地形図

屠になうていて，露頭は南斜面に多い.

s.ι 山くずれ前後の状況
山くーずれの前徴として 3月の十勝沖地震の数日後，図のIの部分の一部が陥

浸(陥浅かまたは今回と同様の現象か不明〉したが，その後異状がなく， 10月

世 KushiroWe:rther-Statbn，; L~ndsIido in Hokko Coal-min8， Hokk21idつ
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Fig. 3 山くずれ

地域の地質柱状図
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14~15 日とろになって地鳴りが盛んにするようにたり， 同月 25日12時とろ地震(根室南東沖〉

その後，地鳴りがますます激しくなり，坑内では地面が持ち上がり壁が横から押されてを感じた.

狭くなるのが目にみえてきたので，坑内の従業員全部を引上げ，状況を監視していた. 26目。14時

e とる， Fig. 2 のAB聞に 30~50cm'の害Ijれ目を発見したが， とれは 16時半とるには 2mくらい

になっていた.22時半とるには附近にいられず，遠くから望見していたが， 22時40分とろがいち

ばん激しかったようである. 27日5時とろにはすでに現在。状態になって訟に推移の詳細は不

明であフたく以上茨坑主任森氏公よび高田氏談).

S. 5 調 杏 状 3兄

Fig. 2に示した点線のjI民陀調査した.IrD部分には坑口があり， 30--350 の急:斜面である.との

部分が坑口を含めて南北約 60m，東西約 50mの範囲で，径 15cm内外の立木をのせたまま東に

移動していた.10cm内外の角磯まじりの土じようが露出している坑口は，最大約 2mの食遣いが

でき， 土砂と大木で完全に，ふさがれていた.

Eの昔!)分で・は，変動はABCDで示すように，ほとんど等高線に平行に起り，全体として南側に

移動し，等高線の突出部くFig.2の×印の所〉に大きた割れ目を生じていた.

S. 6 当時の地震

10月中旬までは2--3日公きに微震が根室南東沖に発生し， 25日12時とる軽震を最後に震源は

宮古沖に移動して活動が盛んにたり，

S. 7要約

9月の有感3固に対し主O月は 16固にたった.

地変は I rD部分では十勝沖地震で一部変動を生じ，今回は ~4 日とろから徴候があり，

から自に見えて変動し，坑内では下方沿よび側方から圧縮され外部では割れ目を生じ，

40分とろを最盛期として 27日朝までに現在のような状態になった.

地変地域の地形は 1，E地点ともかなり念傾斜 (30N450) 最大変動部分

の地質は柱状図 (Fig.ののようである.

今回の地変経過の詳細は夜間のために不明で・あるが，現地の話と調査の結

Eの部分では最初山の突出部 (x印〉がくずれ，割れ目

ABCDから南の部分がすべり，ちょうど，との鵠上では断

居状態を示し，そのときの衝撃で'.1rD地点からすべり，また貯茨が対岸まで

押し出されたように思われる.、

果から判断すれば，

を生じたため，

26日午後

26日22時

地変はよる被害は坑道がつぶれ，貯炭が押し流されたために生じ苧レ-)レ

の埋設だけで，人体にはさいわいに被害はなかった.

Fig. 4 山くずれ最大
変動部の地質柱状図
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